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1.　はじめに

　あるものごとの性質の方向性が垂直方向に大きいときに，「～が高い」と表現されることがある。
しかし，同じものごとを表す場合でも「高い／強い／大きい／濃い／多い」などとの間でゆれがある。
たとえば，「関心が｛高い／強い｝」のように使われる。嶺田（2015）では，新聞調査から，「可能性」
の述語1形容詞などは，1985年以前は「大きい」「強い」が使われる傾向にあったが，2014年は「高い」
の使用頻度が高いことを述べた。本稿では，「可能性」以外の接尾辞「性」2が結合した語（以下「X性」
と呼ぶことにする）と，「高い」「高まる」「強い」「強まる」などとの結びつきの使用実態について明
らかにする。

2.　方　　法

　資料は，朝日新聞データベース『聞蔵 II』，および国立国語研究所『現代日本語書き言葉均衡コー
パス』（以下BCCWJ）で，「性が高」「性が強」「性が大」「性が多」「性が深」「性が濃」「性が広」を
検索語として，述語の形容詞（「高い」「強い」など）と動詞（「高まる」「強まる」など）を検索した。従
って，「X性が非常に高い」「X性が劇的に強まった」のように修飾語を介している例は収集してい
ない。また，「高／強／大」などを含む漢語（「強化」「多大」など）と「強み」は対象外とした。
　「X性」と並列関係にある語が「X性」の前にある場合は，「が高い」などの直前の語3だけを対象
にした。また，語の構成要素は複雑で，複合語のどの単位を一つとみなすかは問題ではあるが，ここ
では 1要素が「性」を接辞した形が中核的な意味をなす基本の単位とし，他の複合的要素や派生的要
素を前接した場合は，基本の単位に入れることにした（例えば，「労働集約性」と「集約性」，「耐陰性」
と「陰性」を区別していない）。
　朝日新聞は，2014年 8月 1日～ 2015年 7月 31日と 1985年 1月 1日～ 12月 31日を対象期間とした。
BCCWJは「中納言」を利用し，前述の朝日新聞と重なるデータ以外を対象とした。
　新聞とBCCWJは特に区別せずに扱うが，用例では，「朝」は朝日新聞のデータを表す。BCCWJ

1　�述語：「X性が高い」のような主語・述語の関係にある例だけではなく，「X性が高いYだ」（例・信頼性が
高い方法である）のような文ではYの連体修飾語とする場合もあるが，ここでは述語の性質を述べることが
目的ではないので，便宜上「述語」と呼ぶ。

2　�野村（1978）は「性」が接辞的であるとしている。品詞性のあいまいな非自立性複合語基と結合しやすく，
それにより安定した単位となることが多いと述べている。

3　�例）子どもの自主性と協調性が強まったと思う（朝 2014.12.12）…「協調性」だけを対象にし，「自主性」は
対象にしない。
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の用例には，「書名／出典」などを付記した。

3.　結　　果

　異なり語数は，BCCWJは 306，新聞調査は 127 であった。これらのうち重なった語を除いた全体
の異なり語数は 404 であった。この中から，用例数が 5以上あったものを対象にして述べる。また，
形容詞および形容詞＋ナル（「高くなる」など），動詞（「高まる」など）は，中核的な意味は同じ4であ
ると判断して本稿では区別していない。

3−1.　「高」が使われた語
　国立国語研究所（1972）によれば，「高い」はすぐれていることを表す用法と，すぐれているとい
う概念が弱まったり失われたりして，単にそのものの程度や性質が著しいことを表す用法がある。
「高」が使われるX性は，この用法を表すものである。以下に，その語と用例数などを示す。

3-1-1.　「高」だけが使われた語
　表 1は「高」だけが使われた語である。全体の用例数が 10 以上と 5～9に分けて，実数の多い順に
示した。
　「安全」「信頼」「利便」「生産」「収益」「効率」「有用」「保温」「互換」「再現」は，性質が「高」で
表される場合，その語自体が，プラスの意味，すぐれているという意味を滞びることになり（例 1～
例 4），これらの語群は，Xの性質がすぐれていることを示すのに「高」が用いられている。

例 1）�　夏場は，献血者が少なくなり血液が不足しがちになります。安全性が高い輸血用血液を安定的に供

給するため「献血」にご協力をお願いします（四国地方 /愛

媛県広報今治 13 号 2008）

例 2）�　資産運用を行っている会社の中には，信頼性が高く実績が

あり，運用能力やノウハウ等が優れている会社がたくさんあ

りますし（久保明夫『まっ当なニッポン人は資産運用の王道

を行く』エクスナレッジ 2003）

例 3）�　予約制度で市が提示する市営住宅は約 170 団地。いずれも

市街地にあって比較的利便性が高い物件だという（朝

2014.1.31）

例 4）�　放射光による方法は，電子ビームなどに比べて短時間で描

けるので，生産性が高い，といわれる（朝 1985.11.18）

　「匿名」は語の意味自体にすぐれているという意味は感じられ
ないが，用例は匿名の度合が高いことが秘密を保持するためには
有益であることを示すものが多い。

4　�形容詞はその状態・性質であることを示し，形容詞＋ナルおよび動詞は変化の過程を示すが，ここではそれ
を区別しないこととした。

表 1　「高」が使われた語

10 例以上 5～9例

語 実
数 語 実

数

安全性 56 収益性 9

信頼性 42 効率性 7

蓋然性 36 匿名性 7

利便性 35 透明性 7

生産性 26 有用性 7

流動性 19 機密性 6

気密性 10 保温性 5

客観性 5

互換性 5

再現性 5
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例 5）�　コインによる決済は匿名性が高く追跡しにくいため，資金洗浄（マネーロンダリング）など犯罪の

温床になりやすいおそれなどが指摘された（朝 2014.3.6）

例 6）�　プロキシ接続は匿名性が高いといいますが実際のところどうでしょうか？アクセス先に，直接 IPア

ドレスがわからないだけで，プロキシの IPアドレスは残ります。プロキシのログを解析されたら，結

局ばれます（Yahoo! 知恵袋 2005）

　「蓋然性」「流動性」「気密性」「陰性」「透明性」「機密性」「客観性」は，その度合が高いこと，そ
の性質が著しいことを示す用例が多い。また，その度合の高さがすぐれていることに結びつくような
例もある。
　「蓋然性」は，『新明解国語辞典』の「蓋然性」の項目に，「いろいろの点から見て，そうなること
が十分に予測出来ること（度合）」とあり，「度合」は数値で示すことができるため，数値の高さを表
す「高い」と結びつく。例 7は，外部からの侵入者の履物の跡である度合が高いこと，例 8は，事故
になる度合の高さを示す例である。

例 7）�　本件犯行現場に履物の跡があったことはほぼ確実であり，外部からの侵入者が残したものであるこ

との蓋然性が高い（朝 1985.7.9）

例 8）�　また，潜在的危険性が低いものであっても，事故の蓋然性が高ければ規制対象となる可能性がある（経

済産業省商務情報政策局製品安全課編『消費生活用製品安全法逐条解説』経済産業調査会 2001）

　「流動性」「気密性」もその度合を示す例が多い。例 9は，人口の流動の度合を，例 10 は，家の気
密の度合を示し，その性質が著しいことを示す用法であると言える。

例 9）�　また，保険料の格差については，人口の流動性が高い今日において，国民健康保険の運営にとって

大きな問題となっている（（財）厚生問題研究会「厚生白書」厚生省 1991）

例 10）�　「その多くは高齢者，傷病者。各戸の気密性が高いことから，生活の急変に気付くことが困難にな

る傾向がある」と指摘した（朝 2014.2.1）

　「客観性」は，例 11 のようにその性質がすぐれていること，例 12 のように単にその性質が著しい
ことを示す両方の例があった。

例 11）�　電子顕微鏡観察などの手法による純度の見積もりに比べれば客観性が高く，もっとも信頼できる純

度評価法の一つと言える。（齋藤理一郎・篠原久典共編『カーボンナノチューブの基礎と応用』培風

館 2004）

例 12）�　【男性脳とは…】客観性が高く公平・論理的なものを好む　簡潔性の高い事柄を好む（Yahoo! ブ

ログ 2008）

3-1-2.　「高」が使われやすい語
　表 2で示した語も，表 1で示した語と同じように，「高」はすぐれていることや，その性質が著し
いことを示す。「強」「大」は，その性質や度合を強さや大きさとして捉えて表現した例である。ここ
では数を示すにとどめる。以下，表の空欄は 0を示す。
　実数が 9以下の語に 90％以上の値を示すものはなかった。
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3-2.　「強」だけが使われた語，使われやすい語
　X性の述語は全体としては「高」が使われる傾向にあるが，「強」が使われる語もある。表3-1には，
「強」だけが使われた語，表 3-2 には「強」が比較的多い語を示した。このうち，「酸性」「陰性」「耐
性」は，主に科学分野で固定的に「強」が用いられる語である。これ以外で特徴的なことは，「X性
が強」と表現された場合，マイナスイメージと結びつく場合が多いことである。

3-2-1.　「毒性」「ギャンブル性」
　「毒性」（例 13），「ギャンブル性」（例 14）は，語Xの意味自体がマイナスイメージと結びつく。

5　�「陰性」には「多」が使われる例も 1例あったが（「便潜血検査は大腸癌を検出しているのではなく，単純に
便に血液が混じっていたかどうかの検査のため，このような偽陰性が多くなるのです。」Yahoo! 知恵
袋 2005），これは性質ではなく数の記述であるので除外した。

表 2　「高」が 90％程度以上の語

語 高 強 大

実数 割合 実数 割合 実数 割合 合計実数

緊急性   17 94.4 1 5.6   18

活性   16 94.1 1 5.9   17

専門性   15 93.8 1 6.3   16

公共性   23 92.0 2 8.0   25

必要性 122 90.4 9 6.7 4   3.0 135

親和性   10 90.9 1 9.1   11

剛性     9 90.0 1 10.0   10

重要性   34 89.5 4 10.5   38

表 3-2　「強」が使われやすい語

語
高 強 大 合計

実数
語
数実数 割合 実数 割合 実数 割合

毒性   5 11.1 39 88.6 44
10
以
上

感受性 14 28.6 35 71.4 49

独立性   4 40.0   6 60.0 10

ギャンブル性   2 33.3   4 66.7   6
6
以
下

関連性   2 40.0   3 60.0   5

類似性   2 33.3   3 50.0 1 16.7   6

表 3-1　「強」だけが使われた語

10 例以上 5～9例

語 実数 語 実数

個性 39 陰性5 7

酸性 17 耐性 5
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例 13）�　毒性が強く，触っただけでも皮膚がただれる恐れがあり，県が注意を呼びかけている（朝 2014.9.3）

例 14）　競輪はギャンブル性が強く，スポーツ面の紙面に載ることはありません（朝 2015.2.28）

　また，「高」が使われている例もあるが，「毒性」5例と「ギャンブル性」2例はすべてBCCWJの
例で，いずれも，2003年以降の例である。例15・例16は，「毒性」の度合，例17は「ギャンブル性」
の度合が著しいことを述べている。嶺田（2015）で述べたように，近年には「高」を用いる例が増え
ており，「強」から「高」への変化の過程にある可能性はあるが，用例数が少なく，それを述べるに
は今後の調査が必要である。

例 15）�　これらのデータをみてもどれほど毒性が高いものなのか，それとも低いものなのかわかりづらい

（松浦信夫・町田充著 /伴良雄編『よくわかる甲状腺疾患のすべて』永井書店 2003）

例 16）�　シュウ酸は極めて毒性が高いため，子どもの手の届かない場所に保管すること（アルバート・ジャ

クソン，デヴィド・デイ著 /三角和代訳『木工技術シリーズ』産調出版 2005）

例 17）�　スロットがギャンブル性が高くなり過ぎた為に出ないように規制がかかりました（Yahoo! 知恵

袋 2005）

3-2-2.　「個性」「感受性」
　「個性」は 100％，「感受性」は 70％に「強」が使われており，割合が高い。
　「個性が強」は固定的な結びつきではあるが，個々の性質や特徴のマイナス方向への偏りを示す表
現が多い。一般的にマイナスの表現と考えられる語とともに使われることもある。表 3-3 に，表現の
プラスとマイナスを実数で示した。例 18 は「気難しい」，例 19 は「まとまらない」，例 20 は「仲が
わるい・いがみ合う」，例 21 は「浮いてしまう」という結果を導く表現であり，「個性」が強いこと
が良い結果を生まないことが表現されている。

例 18）　アーティストは，よく個性が強くて気難しいと思われています（朝 2015.1.31）

例 19）�　選手たちの個性が強くまとまらなかったチームが主将の「全力疾走」から土壇場で意地をみせた（朝

2015.7.19）

例 20）�　家族の個性が強すぎて仲がわるく，父と母はいがみ合ってばかりいた（田辺聖子『ジョゼと虎と魚

たち』角川書店 1987）

例 21）�　どんな家族や会社でも，個性が強くて浮いてしまう人間がいるものだ（ジョー・トーリ，ヘンリー・

ドレイアー著 /北代晋一訳『覇者の条件　組織を成功に導く 12 のグラウンド・ルール』実業之日本

社 2003）

表 3-3　個性・強　表現±

新聞
BCCWJ 計

1985 2014～2015

－方向 1 9 20 30

＋方向 4   4   8

± 0 1   1
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　プラス方向の表現は 8例で全体としては多くない。個性があることが，その人物の特徴としては評
価が高いことに結びつくが，それが「すぐれていること」には結びつきにくい。例えば，例 23 では，
個性が強いことは魅力的で面白いが，それがレスラーとして必ずしもすぐれているかどうかは不明と
読むことができる。

例 22）�　主役のコウイチは個性が強くパワーがある（朝 2015.1.15）

例 23）�　とても魅力的だった個性派レスラーたち　昔の外国人レスラーは，一人一人の個性が強かった。最

近は外国人選手の来日も少なくなってしまったが，また個性的なレスラーを発掘していかないといけ

ない。マンマウンテン・キャノンというレスラーは面白かった（山本小鉄『プロレス金曜 8時の黄金

伝説』講談社 2005）

　プラスでもマイナスでもない例は以下の例 24 だけであった。火山の個性の特徴が大きいことを単
に示しているだけだと考えられる。

例 24）　火山ごとの個性が強く，ほかの地域にもあてはまるとは限らない（朝 2014.11.12）

　「感受性が強」もその感受性がマイナスの評価であることを示す表現が 20 例で，プラスの評価より
3倍程度多かった（表 3-4）。

　マイナスの表現の例は以下の通りである。いずれの例も，「感受性が強い」ことが，何らかのマイ
ナスの評価を想起させる表現である。

例 25）�　真澄が見たビーは腺病質の，感受性が強そうな雰囲気を身にまとっていました（朝 2015.5.27）

例 26）�　私は子供の頃から感受性が強すぎる性格で，思ったように事が運ばずプライドが傷ついた時には所

構わず涙があふれ出します。子供のような性格です（Yahoo! 知恵袋 2005）

例 27）�　給食が食べられなかった一年生　感受性が強く，幼稚園の頃から隣の席にこわい男の子がいただけ

で泣きだす子どもだった吉村さんは，給食でつまずいた（東野由美子『教育技術　小一教育技術』

58-10 小学館 2004）

　プラスの表現は以下の通りである。プラスの表現ととれる 7例のうち，5例は医療関係の例で，例
28 のように「感受性が強い」のはある特定の部位が反応してそれが早く作用する場合で，専門的な
表現である。また，例29は，夜泣きを感受性の強さと褒めたいとしている。このような例が増えると，
「高」の例が増える可能性がある。

例 28）�　神経組織では特に細い無髄線維で感受性が強く，交感神経に対する超音波照射では，血流の増加と

表 3-4　感受性・強　表現±

新聞
BCCWJ 計

1985 2014～2015

－方向 3 17 20

＋方向   7   7

±0 1   7   8
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皮膚温度の上昇を起こすことができる（米本恭三ほか編『リハビリテーション医学Q&A　知識の整理』

医歯薬出版 2002）

例 29）�　赤ちゃんにとっては，何でも初めて物語なので，刺激になってること自体，感受性が強いと褒めて

あげたいですね（Yahoo! 知恵袋 2005）

　例 30～例 32 はプラスともとれ，展開の仕方によってはマイナスともなりうる表現と考えた。例 30
は，感受性が強いこと，すなわち繊細さを美質と捉えているが，例 31 はそれに付帯する性質として
マイナスの要素を暗示している。例 32 は，感受性の強さをマイナスと捉える半面で，それがプラス
にも捉えられることを表現している。

例 30）�　ボルゾイとはロシア語で「俊敏，機敏」の意。感覚が鋭く，感受性が強い。バセンジーBasenji 逃

げ吠えも遠吠えも，この犬には縁がない（中野ひろみ『いぬ・ねこ』山と溪谷社 2001）

例 31）�　彼女のことを聞いて下さい。感受性が強くてすごく優しい反面，しっかり者で気が強く，言いたい

ことをはっきり言う（Yahoo! 知恵袋 2005）

例 32）�　傷つきやすい性格はどうやったら直りますか？　感受性が強いと言う事は，人より傷つきやすい代

わりに，人より多くの感動も味わっているものだと思います（Yahoo! 知恵袋 2005）

　「感受性が高」14 例はすべてBCCWJである。そのうち，10 例は医療関連の表現ですべてプラス
の表現であり，「強」との使い分けはないように思われる。これを除いた 4例のうち，プラスの表現
は 2例（例 33），どちらでもない表現 2例（例 34）で，マイナスの表現に分類できる例は見当たらな
かった。用例数が少ないため断言は難しいが，「感受性が高」はプラス，「感受性が強」はマイナスの
イメージに結びつきやすいのではないかと思われる。

例 33）　本当になっきぃは感受性が高くて，良い子ですわ（Yahoo! ブログ 2008）

例 34）�　彼女自身しばしば自分の研究に集中することに困難をおぼえる。感受性が高く，拡散した精神状態

であるために，他者に気を配ることもできるが，同時に気が散らされることにもなるからである（ジ

ーン・シノダ・ボーレン著 /村本詔司・村本邦子訳『女はみんな女神』新水社 1991）

3-2-3.　「独立性」
　「独立性」は「強」が使われた例が 6例，「高」が 4例あった。具体的な例を以下に挙げた。
　まず，「強」であるが，例 35 は，文法の固定的な表現であろう。例 36 は独立性の強さが駆け引き
のし烈さにつながること，例 37 は独立性が強いことと同時に厳しい目標が求められること，例 38 は
独立性の強さが「タテ割り型の組織」につながるがそれは良い評価ではないことに読み取れる。一方，
「高」であるが，例 39 は，専門的な固定的な表現かもしれないが，「悪い選択ではない」というプラ
スの面が挙げられている。例 40 はキッチンの独立性が高いことが使いやすいこと，例 41 は事業部の
独立性があること，例 42 は経済的独立性があることがそれぞれ良いことと読み取れる。
　つまり「独立性」は「強」で表現された場合は，ある程度マイナスの表現，「高」はプラスの表現
と捉えることができそうであるが，用例数が少なく，また「高」が 2002 年以降の新しい例であるか
ら変化の過程である可能性も考えられ，今後の使われ方に着目したい。



─（43）─

例 35）�　複合名詞の成分が 2拍以下であっても独立性が強く，意味の理解を助ける場合には，区切って書き

表す。（例）ボシ□ネンキン（母子年金）　トシ□コッカ（都市国家）　ジコ□ホーコクショ（事故報

告書）（文部省「点字学習指導の手引」慶応通信 1995）

例 36）�　議会の独立性が強いが故に，問題が深刻になればなるほど，政府と議会の駆け引きもし烈になる（朝

1985.6.21）

例 37）�　6000 人の従業員を持ち，独立性が強いと同時に，決算期ごとに売上高や利益について厳しい目標

の達成が求められる（朝 1985.10.22）

例 38）�　シティコープでは伝統的に各事業部門の独立性が強く，タテ割り型の組織でしたが，トップの意思

がすみやかに伝わるよう，まず会長と四人の副会長からなる経営委員会をつくり（八城政基『よみが

えれ！日本企業』日本経済新聞社 1997）

例 39）�　外部システムはいずれにせよ何らかのオントロジに基づいて自分の知識を組織化しておく必要があ

るので，領域独立性の高いオントロジを採用することは外部システム自身にとっても悪い選択ではな

い（ジョン・ベイトマン著 /乾健太郎訳『言語の数理』岩波書店 2004）

例 40）�　階段の踊り場から居間に入るとき，どうしてもキッチンが目に入りますが，引き戸を閉めれば独立

型キッチンに。反対側には引き戸はありませんが，十分に独立性が高まります（中澤光啓ほか『住ま

い 100 選（No. 34）（別冊・新しい住まいの設計 117）』扶桑社 2002）

例 41）�　おのおのが違った企業文化をもち，製品群をもち，ブランドをもち，異なった競合相手と異なった

市場で戦っているのです。事業部の独立性が高いというのも，当然の結果といえるでしょう（山中信

義『成熟した製造業だから大きな利益が上がる』日本能率協会マネジメントセンター 2004）

例 42）�　仮想的に述べれば，家族内の成人男子の結婚を契機として，類型（一）から類型（二）へ移行し，

その経済的独立性が高くなるに従ってかまどもまた分割されるようになる。「台所を分けないと女房

同士が喧嘩するものだから ...」との返事であった（山本理顕『新編 住居論』平凡社 2004）

3-2-4.　「強」の使用傾向
　飛田ほか（2012）は，「強い」は，程度がはなはだしい様子を表しプラスマイナスのイメージはな
いものと，力量・技術・能力などがすぐれている様子を示すややプラスイメージのものがある，と述
べている。ここで使われた「強」は，その程度がはなはだしい様子を示し，しかもそれが，良くない
評価に結びつく表現が多いと言えよう。

3-3.　「高」以外も使われる語
　「X性」の述語は「高」が全体としては多い傾向にある。しかし，その割合が 80％程度の使用率の
語もあった。それを表 4-1 と表 4-2 に示した。
　実数の多い「危険性」についてであるが，3-1-1.で見たように「安全性」は「高」100％であったが，
その対義語「危険性」は，約 80％が「高」で，「強」が約 4％，「大」が約 13％であった。「危険」は
意味的にマイナスで，その点では 3-2-4. で述べたように「強」が使われるとも考えられるが，「危険
性が高」は例 43 のように程度の大きさを示す例とともに，例 44 のように危険なことが起きる「確率
の高さ」を表すために，「高」の割合が高いのではないか。
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例 43）�　伊藤ゆう子裁判官は「危険性が高い運転で，現場から立ち去ったのは無責任」として，懲役 1年 6

カ月（求刑懲役 2年）を言い渡した（朝 2015.7.31）

例 44）�　また，土砂災害発生の危険性が高まったとして，秋田市全域と美郷町黒沢に昼過ぎから夕方にかけ，

避難準備情報も出された（朝 2015.7.26）

　「依存性」「危険性」「確実性」「反応性」「安定性」の場合は「大」も使われている。「高」と「大」
の違いについては，服部（1968）は「大きい」と「広い」の違いをあげ，「大きい」はその面積全体
を客観的に問題にしていると述べている。國廣（1970）は，「一次元的」な「線的な広がり」は「長
い（短い）」を使うがその量的差異を表すには「大きい（小さい）」を使い，「大きい」の「意義素」と
して「空間的占有量が大きい」ことを述べている。表 4-1，表 4-2 に示した語は，ある基準面から上
方向への差の大きさに着目した場合は「高」が，全体の中の空間的占有量に着目した場合は「広」が
使われると思われる。
　表 4-1，表 4-2 に示した語は，ゆれと考えられる。「可能性」と同様に，「強」「大」から「高」へ
変化しつつある語かどうかについては今後調査したい。

4.　まとめ

　野村（1981）は，「性」を含む語が 5種類の英和辞書の訳語として出現した数を調査し，大正期か
ら用いられ始め現代に近づくほど多用されているのは，外国語を日本語に翻訳する必要上，Xだけ
では文を構成するのに不安定なため，接辞を伴うことにより文中で使われるからであると述べている。
また，神谷（1971）は，和語の接辞と漢語の接辞では漢語の方が造語力があることを述べている。

表 4-1　用例数 10 以上の語

表 4-2　用例数 9以下の語

語 高 強 大

実数 割合 実数 割合 実数 割合 合計実数

信憑性 12 85.7   2 14.3   14

依存性 10 83.3   1   8.3   1   8.3   12

危険性 188 82.5 10   4.4 30 13.2 228

確実性 23 79.3   6 20.7   29

反応性   6 60.0   3 30.0   1 10.0   10

語 高 強 大

実数 割合 実数 割合 実数 割合 合計実数

耐久性 8 88.9 1 11.1 9

妥当性 4 80.0 1 20.0 5

実現性 4 80.0 1 20.0 5

実用性 4 80.0 1 20.0 5

安定性 5 71.4 1 14.3 1 14.3 7
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　つまり，接尾辞「性」は，さまざまな語と結びついて，その性質を表す新しい派生語を作り，文と
して使いやすい。用例数は少ないが「ファッション性」「ゲーム性」など，新しい派生語が散見される。
新しい語は上方向にプラスであることを示せる場合には「高」が使われやすい傾向にある（嶺田
2015）。また，「高」は，これまで見てきたところ，その意味特徴が「強」「大」よりも薄いように感
じられる。その結果，そのものの性質の著しさを示す場合に結合しやすいと言える。これらが背景と
なって「高」が多用されるのではないか。
　今後は，どのような語が「強」を述語とするかについて調査し，「高」と比較したい。
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